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第３章　初動の重要性を知る

サウナ施設での救急対応　初動
お客様に配慮する
　　「人が倒れている」という一報を、お客様がお知らせくださったとしたら、最初に
行うべきことは、その方を含め周囲の利用者の安全確保をすることです。お客様に安
全な場所に座っていただくなりして、身体的安全と心の動揺などを最小限にすること
から始めます。
　　また、現場に駆け付ける際、傷病者は裸であると考え、バスタオルなどを持ってい
くようにしてください。

　　倒れている人の周囲が安全であるかをまず確認します。
　　倒れた際にガラスなどにぶつかりガラスの破片が散乱し、そのままでは近寄れない
といった場合は、安全を確保するために、スリッパや靴などが必要です。また出血し
ている場合にはビニール手袋（ビニール袋を代用してもよい）などをしてから、倒れ
ている人のところに行きます。
　　救命活動を迅速でスムーズに行うためには、まず安全確保が大切です。関係する人
全員が、ケガをせず、感染せず、応急手当に集中できる体制を作ってください。
　
　◉　ケガの防止　　履物
　　　傷病者が眼鏡をかけていたとしたら、浴場のタイルに眼鏡が割れて落ちているか
もしれません。また、ドアのガラスを割っているかもしれません。人が倒れている、
と呼ばれて駆けつけた勢いで、裸足で踏み込んだらこちらの足を切ってしまう可能
性があります。

　　　そのために、履物が身を守る手段となります。ゴム草履でも何でもいいので、履
物を用意しておいてください。

　
　◉　感染症の防止　　ビニール手袋
　　　傷病者は出血している可能性もあります。他人の血液に触れることは危険性をた
くさんはらんでいます。傷病者は肝炎ウイルスやAIDS、梅毒などに感染している
かもしれません。見た目ではわかりません。血液に触れると肝炎ウイルスだと感染
し肝炎や肝硬変になったり、AIDSや梅毒にかかったりします。

　　　救命対応には、ビニール手袋が必須です。各自常にポケットに入れておくとか、
店内の各所に置き場を作っておいてください。その後、対応する場合も、できるだ
け血液が皮膚に付着しないように注意してください。

安全確保Ⅰ
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　　第５章　救命処置　　

直ちに心肺蘇生再開

心肺蘇生を胸骨圧迫
から開始
  胸骨圧迫　30回
  人工呼吸　02回

・まず電源ON
・メッセージどお
りに行動

※訓練を積み技術があり、行
う意思がある場合は人工呼
吸を実施してください。

電気ショック実施

AED到着

ショックは不要

AEDが
自動的に

解析へ戻る

ショックが必要

救急隊員等と交代するか、何らかの応答や目的の
あるしぐさが出現するか、普段どおりの呼吸をし
始めるまで続ける。

※救急隊員等と交代するまでAEDは電源ONで、
電極パッドは貼ったままにしておきます。

（ ）

心肺蘇生を繰り返す

（約２分後）

傷病者に触れないい
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　　第５章　救命処置　　

　　反応がないと判断した場合、反応があるかど
うか迷った場合、またはわからなかった場合に
は、直ちに「誰か来てください！　人が倒れて
います！」と大声で応援を呼び、「あなたは119
番通報してください」「あなたはAEDを持って
来てください」など、人を指定して具体的に依
頼します。

　　普段どおりの呼吸の有無を10秒以内で確認しま
す。
　　目線を傷病者の胸と腹に向け、呼吸の状態を見
て確認します。
　　➡　目視で呼吸をするたびに上がったり下がっ

たりする胸と腹を見ます。

3 大声で応援を呼び、119番通報とAEDの搬送を依頼する

あなたは119番通報してください
　　　　　　　　　　あなたはAEDを持って

　　　　　　　　　来てください

誰か来てください！人が倒れています！

4 呼吸の確認

救助者が一人の場合

　救助者（応急手当等を行い傷病者を助ける
人）が一人の場合は、まず自分で119番通報し、
AEDが近くにある場合はAEDを取りに行き
ます。
　119番通報をすると、電話で通信指令員か
ら心停止の判断についての助言や手順を指導
してくれます。電話のスピーカー機能などを活用することで両手が使える状態とな
り、指導を受けながら心肺蘇生を行うことができます。

●胸と腹の動きが見られない場合は、普段どおりの呼吸なしと判断し胸骨圧迫を開始
します。
●傷病者に反応がなく、呼吸がないか又は異常な呼吸（死戦期呼吸：gasping･･･しゃ
くりあげるような途切れ途切れの呼吸）が認められる場合、あるいはその判断に迷
う場合またはわからない場合は心停止と判断し、直ちに心肺蘇生を開始します。

判　断
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